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タ ン ニ ン 酸処理 赤血 球凝集反 応
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　　　　　　　　　　 緒　　言

　 前報
ll

にお い て，著者は小腸蚣虫症患者 に つ い て体腔

液感作 タ ン ニ ン酸処理 赤 血 球凝集反 応 を行 っ た 成績 に っ

い て 述ぺ た．今回は ， 胃 ，
十 二 指腸蝸虫症患者に っ い て

血球凝集素価 を経過を追 っ て 測定 レて ，興味 あ る成績 を

得た の で，こ 5 に 報告す る．

　　　　　　　　　　 方　　法

　 体腔液感作 タ ン ＝ ン 酸処理赤並1球凝集艮応 ：前報と同

　じく黒嶷
2B ）

の 述べ た方法 に従 っ た，

　　　　　　　　　　 対　　象

　 群馬大学附属病院小児科入院患者お よび国立渋川 病 院

内科 入 胱患者 中，胃，十 二 指腸姻 虫症と診断 した 5例で

あ る．　診断に際 して は ， 心窩部 の 激痛発作 ，
PtL気 ， 魅

吐，心窩部の圧痛等 の 診察所見 ， 尿 ウロ ビ リノ
ー

ゲ ン反

応，白血 球増 多 等の 検査 所見
，

お よび，酸 綴 法，ア b ロ

　ピ ン またほ 抗 ヒ劑 に よ る治療等 の 効果を参考とした． 3

例 に おい ては ，レ ン トゲ ン 検査 に よ り胃内に 虫体 の ある

の を確認した ．

　　　　　　　　　　 成　　績

　 ユ）　発庄時 の 血 球凝集素価

　 胃，
＋ 二 指腸姻虫症発症時の 血球凝集素傾は 5 健 に お

い て，
そ れ ぞ れ 1，280 倍 ，

1．024 倍， 640倍， 32〔｝倍，

　 128倍であつ た．こ れを発育期別に み る と，幼児 2例 で

は ，
320倍 ，

1，28  倍であっ た ．こ れ は幼児 の 蝸 虫寄 生

者 （20〜4 倍）と比 ぺ て 非常 に 高 く，ま た 1例橡 幼児 の

小 腸 蜘 虫 症患 者 （1G，80，　1GO
，　320倍 ） に 比 べ て 高か

’
　　，　♪−tt

）t ＿．

　 次 に，小 学生 の 2 例では 1蚓 岳，
1，024 倍で あ っ た．

こ の 値 は 小学 生 の 蜘 虫寄生者 （40〜80倍） よ りも 高 く P

　また 1倒｝よ小 腸 姻 虫症患者 （160〜 320倍）とほ 玄 詞 じ

殖を示 して い た．

　成 人 の 1 例で は 640倍で あ っ た．こ の 恆ほ 成人の 蛔 虫

寄生 者 （80〜 320倍）の 値 よ り高 く， また 成人の 小腸蜘

虫症患者 （160倍 ，　320倍）の 値 より高 か つ た．

　小括す る と， 胃 ，
十 二 指腸 蚣 虫症の 発症 時 の 血 球凝集

素価 は ， 全例とも単なる蛔虫寄生者 よ りも高か つ た．レ

か も 5例中 3例は 小腸蛔 虫症の 場合 よ り高 く，2 例は 小

腸蜩 虫症とほ く 同 じ レ ベ ル に あっ た．

　2）　症状消失時の 1血球凝集素価

　腹痛発作徒 3 〜6 日 後 の 症状消失時 の 血 球凝集素価

は，3 ｛殖に お い て， 256倍 1例 ，
160倍 2例であつ て．

何れも発症時 よ り低下 して い た．こ れ ら を発育期別 に わ

け て み る と， 幼児 2 例 は い ず れ も ユ60倍 で あ り，幼児の

姻虫寄生者 （20〜4e倍）よりもか なり高 く，ま た小腸蛔

虫症 の症状消 失 時 （20〜80倍 ） よ り も高 か っ た ，小学生

の 1 例は 25G倍で，蛔 虫寄生 者 （農0〜80倍）よ りもか な

b高く，また 小 腸 蛔 虫症の 症状消失 時 （40倍，80倍） よ

りもか な り高か つ た．

　小括すると ， 胃， 十 二 指腸鯛虫症 の 症状消失時 の 血 球

凝集素価 は
， 全例とも単なる 蛔虫寄生者 よりも高 く，

ま

た小腸蛔 虫症の症状消失時 よ りも高 かっ た．

　3）　駆虫俵 の 血 球凝素価

　 こ れ らの 蛔 虫症患 者 に 駆 虫剤 を投 与 して 駆 虫 した 後 の

血 球凝集素価 は，80借 1例 ，
160倍 2例 ， 256倍 1例で

あ っ た．こ の 殖 生発症時の 血球凝集素価 と比較す る と，

何 れも低下 し て い た．ま た 症状消失時 と比 較す る と，
4

例中 1例は 低下 して い た，こ れ ら を 発育期別に み る と，

幼児 2 例で は そ れ ぞ れ 80倍， 100倍で あり，い ず れ も蟠

虫寄生者の レ ベ ル （20〜40倍）よ り輝 石く
， 小腸姻虫症

の JT｝［三蚊｛芭　（20−t“z ）　圭　りも 高 力・つ た．　／∫、尊≒∠髭1 イ歹旺で をま　256

倍 で，蛔 虫寄生 者の レ ベ ル （40〜80倍） ．h りも 高く，小
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表 1　血 球 凝 集 素 価 と 検 査 所 見

No ． 氏 名 年 令 性

血 球 凝 集 素 価

発 症 時 i 齢 激 時 「融 後

　　　　　 ｝尿 ウ ・ビ

白 血 球 　1 リ ノ ーゲ

（発 症 時）　 iソ 反 応
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腸婀 虫症 つ駆 虫後 （20磁   倍） よ りもか な り高か っ t：．

成人 1醐で1ま 160倍で，蛔 虫寄生者の レ ベ ル （80〜 320

倍） に あ り，小 腸 蝸 虫症 の 駆虫後 （20〜40倍） よ り も高

か つ た ，

　 小括す ろ と，血球凝集素価 は 4例 の うち 3例 は錙 虫寄

生者の レ ベ ル よ りも高 く， 1鱗 掴 虫寄生 者 の レ ベ ル に

あ つ た．また 全例とも小腸蛔虫症の 駆虫徒 よ りも高 か つ

た．

　 以 上 を要約 す る と，血球凝集素価 は，胃，十 二 指腸 姻

虫症の発症時 に 高 く，症状消失時に低下 し，更 に駆虫媛

に は 不 変 また ぽ 低下を 示 した．そ して駆 虫 後 も一般 に 1

60倍前後の 高値で ， 小 賜蛔 虫症の 鳳｛虫後 （20〜狙 倍） よ

りは明らか 1こ高値を示 して い た，

　 4）　検査所見と血 球凝集素価

　 発症時 に む け る尿 ウ ロ ビ リノ ー一ゲ ン反志 ：よ4 例中 3 例

に 陽性で あ つ た ．砲 液の 白血球を謂 ぺ た 3例で は，い ず

れ も白 血 球 増多 を 示 して い た．しか し，こ れ らの 険査所

見 と」丘エ球凝集素価との間 に ほ，特に相関を 見出し群な か

つ た．

　　　　　　　　総括並びに考按

　胃，十二 itt腸 蜊 虫症患茜 5例 に つ い て，体腔液感作 ク

ン ニ ン 酸 迅理 赤 血球凝集ξと忘 に よつ て げ…し球凝集素緬2）測

定 を行 つ た．　そ の 結渠，　 Ii［t球凝集素価は 発症時1・：：一辷高

く，症状 の 消失時 に低下 し，更に 駆虫後：：は不 変業 た は

低下を示 した．しか レ，駆 虫 後も ユ6G倍前後で あ つ て，

小腸蜥虫症 の 場 合とま
’
匕較

’tろ と，
か なり高値 に とど寮 っ

た． こ の k うに，血球凝集素価が ，胃， 十 二 指腸蛔 虫

症の 登症 お 上びそ の 経過に よつ て
一

竃の 変動 を 示 すこ と

は ， 胃，十 二 指腸姻 虫症の 衷因 が主 と して 蛔 虫 に よる ア

レ ル ギー
長慈であ る とい う敦室の 年 来 の 業績 に 更 に 有力

な論拠を 加 え る もの で あ る と思 う．また 胃，十 二 指腸鯛

虫症 に お い て ｝ミ，　小腸姻虫症｝二比 べ て，　」血球凝集素価

が ， 発症時，症 状消失時 ， 駆虫後，非寄生時 に お い て明

らか に高か つ た こ とは ， 胃 ， 十 二 指腸螂 虫症患者が小腸

re虫症患者：こttぺ て ， 灘 詈が強 く，高い ア レ ル ギー状態

1こあ る こ とを示 し て い る と思 う．

　　　　　　　　　　結 　 　論

　胃
，

十 二 指腸錮 虫症患者 5例 につ い て
， 錮虫体腔液愚

作タ ン ニ ン 酸処理赤血球凝集反応を 行い
，
th．ft凝集素価

ゴ
， 発症時 に は 高 く，症 状消失時に は 抵下 し，更に 駆虫

後 1ま不 変 また ほ低 下 を 示す こ とを知つ た．しか も，前報

の 小腸 蛔 虫症患者 の 血 球凝集素価 に 比 して ，発 症時 ， 症

状消失時，駆 虫後 の い ず れ に お い て も高い 値 を示 して い

た．

　稿 を 終 る に 臨み ，御懇篤 な る 姆 指 導 と 御 校閲を 賜 つ た

恩 師松 村 教 授iこ 深 く感謝 し ま す．

　 ま た卸 援 助，御 助 言 を 戴 い た 黒梅 罅士 ，忠者 を 御 紹 介

下 さ っ た 松 ‡芳郎 博 士 に 感謝 し ま す．
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                  Studies on  Antigen and  Antibody  in Asearis Allergy
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known

 
that

 the trachea and  the brenchus  have  not  only  analogous  histologic


